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相澤 円

ほなみ医療福祉グループ



目標

 研修や電話相談・コンサルテーションを通じて、地域で働く訪問看護師、
他専門職(セラピスト、介護、福祉職)、行政機関が抱える不安や疑問に対
応する。

 訪問看護に関心のある看護職や学生に向けた体験・研修を通じて、訪問
看護への就業意欲を喚起する。

 新規開設の新任訪問看護師や、新任管理者、小児・精神訪問看護を学び
たい人に向けた体験実習を通じて、訪問看護サービスの質の向上を図る。

 多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。



計画 実績

研修事業
集合 4 4

オンライン（YouTube配信） 3 3

府民への
相談支援事業

健康相談 2 3

パンフレット配布 2 1

電話FAX相談
Q＆A事業

20 10

訪問看護
体験研修事業

看護業務 8 16

管理業務 2 2

コンサルテーション事業
電話 2 0

対面 2 1

計画と実績



研修事業：集合研修 ACP支援実践人材育成事業

8月23日（土）

JCHO大阪病院附属看護専門学校

参加者39名

9月20日（土）
此花区民一休ホール
参加者34名



 ACP支援実践人材育成事業

多職種の参加はあるものの、参加者の7～8割が看護師であった。

～アンケートの結果より～

「ロールプレイを交えたグループワークを通じて、ACPのイメージが変わった」

「結論を出すことより、意思表明を支援するプロセスの大切さを学んだ」

多職種での意見交換を通じて新たな視点を得た参加者も多く、今後の実践意欲

向上につながる有意義な研修であった。

研修を通しての気づき



10月15日(土）
大阪病院附属看護専門学校
参加者20名（目標30名）

研修事業：集合研修 フットケア・リンパドレナージ講習会



フットケア・リンパドレナージ研修
～アンケート結果より～

「実践的でわかりやすかった」

「明日から使える内容だった」

「悩みが解消した」

直接指導を受けながら実践することで理解を深め、自信を持って今後のケ
アに活かしていきたいという声が多く聞かれ、研修に対する満足度は非常
に高かった。

少人数であることで、より講師との距離感も近く、日頃の悩みや直接指導
を受けることができ、満足度の高い研修となったと考える。

研修を通しての気づき



11月15日（土）
大阪病院附属看護専門学校
参加者20名（目標30名）

研修事業：集合研修 リハビリ移乗訓練



リハビリ移乗訓練

～アンケート結果より～

「移乗そのものが日常生活リハビリであるという視点が得られた」

「手の位置・足の位置など、細かな疑問が解消できた」

「ボディメカニクスを意識した介助方法が学べた」

実技を重視した内容であったことから、理解度・満足度ともに高い評価
が得られ、現場で活かしやすい実践的な学びの機会となった。

「もう少し実技の時間が欲しかった」と実技時間の不足を感じる参加者
が多かった。

研修を通しての気づき



研修事業：オンライン研修（YouTube配信）

アンケート回収目標数50件以上

看護師編136件 薬剤師編29件 管理栄養士編32件

褥瘡・スキンケアに関する知識が
整理された内容で、事例を用いた
内容が盛り込まれ、実践力向上に
寄与する有意義な研修であったと
の意見が多く寄せられた。

創傷ケア・褥瘡治療に関する理解
を深める内容として高く評価され
た。薬剤選択の基準、真菌感染の
視点、褥瘡悪化に関わる薬剤の知
識など、現場で即活用できる情報
が多く、満足度は高かった。

栄養補助食品の紹介があり、活用で
きるとの意見が多かった。創傷治癒
の時期に応じた栄養素の説明が理解
しやすい」などの意見があり、褥瘡
ケアを外用処置だけでなく、栄養管
理を含めて考える意識づけにつな
がった。



オンライン研修（YouTube配信）

配信期間の長かった看護師編ではアンケート回収数が上がったが、

配信期間が短い薬剤師編、管理栄養士編のアンケート回収数が少なかった。

メリット

「研修に行く時間がなくても学べて助かる」

「何度も見返せるのが良い」

「配信期間が長いのがありがたい」

デメリット

一方通行の配信により、資料配布の希望や追加解説を求める声があった

研修を通しての気づき



府民相談事業①

 10/4福島区民まつりに参加

 ブースを設けて健康チェック（血圧・脈拍・酸素飽和度・握力測定）

 個別健康相談

 訪問看護ハンドブックの配布

 協力：福島区訪問看護ステーション連絡会

 参加者80名 個別相談1名

 ハンドブック80枚

・握力測定をきっかけに若年層の参加が多数あった
・血圧測定により若年層に高値の方も散見し、健康意識
の向上や食生活を見直すきっかけとなる声掛けができた
・個別相談 「かかりつけ医には話しづらい内容も看護

師には相談できる」と、看護師による健康相談の意義を
再認識した



府民相談事業②

 10/8府民向け講座：特殊詐欺・悪質商法講演会を実施（講師 田中忠德）

 訪問看護ハンドブックを参加者に資料とともに配布

 終了後に健康チェック（血圧・脈拍・酸素飽和度・握力測定）

 個別健康相談

 協力：此花区訪問看護ステーション連絡会

 参加者 44名、ハンドブック 44枚

 個別相談2名

・握力測定を通じて自身の体
力を振り返る機会となった
・健康相談では、体力づくり
への助言や地域活動の紹介や
持病への不安に対する精神的
ケアができた



府民相談事業③

 12/2西区九条キララ商店街内にて、無料健康相談会を実施

 健康チェック（血圧・脈拍・酸素飽和度・血管年齢・握力測定）

 個別健康相談

 協力：西区訪問看護ステーション連絡会

 参加者 17名、

 ハンドブック 17枚

 個別相談0名

・他団体の協力が得られた
・介護に関する体験談に対する対話ができた
・駐輪スペースの確保が課題



病院2件（各100部）  此花区役所（40部）
此花区医師会（200部） 歯科医院3か所（各20部）
薬局8か所（各20部） クリニック2か所（各20部）
健康相談会で配布（計140部）
此花区こころの健康講座（100部）

府民相談事業④



訪問看護体験研修事業：看護業務

訪問看護体験研修事業：管理業務

目標数8名 実績 16名
・小児訪問看護を体験したい看護学生1名、
・新設訪問看護ステーション看護師4名（小児を体験したい訪問看護師3名）
・病院看護師7名（病棟看護師6名、地域連携室1名）
・医師4名

目標数2名 実績2名
・訪問看護ステーション新任管理者2名



訪問看護体験研修事業の気づき

新規開設事業所に対する役員および協力ステーションからの声掛
けにより、体験研修の実施につながった。

協力ステーションの支援のもと研修は円滑に進み、実際の訪問看
護への同行を通して、利用者に寄り添う看護や多職種連携につい
て学ぶことができたとの意見が多く聞かれた。

小児訪問看護の体験では、児への関わりにとどまらず、両親や兄
弟を含めた家族全体への看護の重要性についても学びがあった

精神科訪問看護の体験を希望する声もあったが、精神科に特化し
た訪問看護ステーションからの協力が得にくいことや、利用者の
同意を得ることが難しい側面もあり、今後どのように体験研修を
受け入れていくかが課題として挙げられる。

訪問看護師が在宅生活をどのように支え、多職種と連携して
いるかを理解してもらう貴重な機会となった。



電話FAX相談Q＆A事業

 目標20件 実績10件

 相談内容は、すべて制度に関する内容だった。

 訪問看護指示書に関する内容が大半であり、訪問看護の手引きや訪問
看護実務相談Q＆Aで回答できる内容だったため、書籍の購入も合わせ
て案内を行った。

 実務経験としてルーティンで行っていることも多く、法的根拠を見直
すきっかけとなり相談事業を行うことで学びも多かった。



コンサルテーション事業

 電話サポート目標2件 実績0件

 対面 目標2件 実績1件

 皮膚・排泄ケア認定看護師による同行訪問にて、足趾の発赤、胼胝に
関するケア方法や装具の提案。

気づきと課題

フットケアの集合研修を行ったことで、利用者のフットケアへの意識
が高まり、コンサルテーションにつながったケースであった。
コンサルテーションにより、利用者へのよりよいケアの提供や、生活
の質の向上にもつながると考えられ、積極的に利用してもらえる様、
次年度の広報の方法を検討したい。



教育ステーション事業の効果と課題

 2025年度、初めて教育ステーションを担当し、研修や健康相談会などを企画し、
地域で活躍する専門職による講師を務めてもらうことが達成できた。

 役員や委員会を担うステーション管理者（特に管理者経験が長い方）の協力は得ら
れやすいが、その他のステーションでは回覧程度に留まり、教育ステーションがど
のような役割を担っているのかを理解していないステーションも多いと感じる

 教育ステーションの役割についての周知活動と、地域全体で教育ステーション事業
を支える体制づくりについても課題が残る。

 各区の役割や協力内容が明確でない部分があり、結果として地域全体を巻き込むま
でには至らなかった。次年度は、各区訪問看護ステーション連絡会との役割分担を
明確にし、協力体制については役員と話し合いを行い、検討していきたい。

 研修開催について、企画開催しても集客が難しいという課題がある。各団体からの
研修も多く、研修を企画するうえで、地域のステーションのニーズや課題を反映し
ていく必要があると考える。また、研修の開催を重要視するよりも、地域での府民
への訪問看護周知や、健康啓発活動を中心に開催していくことも今後検討したい。

 ブロック内に、教育ステーションが1ステーションだったことで、開催場所が限定
され、参加者が限定された傾向があるように感じた。次年度は2ステーションで行
うことを目指す。



協力ステーション

 訪問看護ステーションエバーケアアネックス大正（大正区）

コンサルテーション（精神科訪問看護）

 ユニケア訪問看護ステーション大阪西（西区）

コンサルテーション（小児訪問看護）体験研修

 訪問看護ステーションアンジュ（福島区）

体験研修

 ニッセイ訪問看護ステーション（西区）

体験研修

 多根訪問看護ステーション（西区）

地区への広報 Special Thanks



協力ナース

 三浦 千歳

リニエ訪問看護ステーション四ツ橋

皮膚・排泄ケア認定看護師：オンライン研修講師担当

 寺岡真美

JCHO大阪病院

皮膚・排泄ケア認定看護師：フットケア研修講師

コンサルテーション担当

 西川紀子

JCHO大阪病院

リンパ浮腫セラピスト：リンパドレナージ研修講師担当

Special Thanks
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